
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒が英語でコミュニケーションを図る体験活動の充実に向けて  

１ 英語でコミュニケーションを図る体験活動の充実が求められる社会的背景 

東京グローバル人材育成指針令和４年３月） 

≪TARGET1≫主体的に学び続ける態度と総合的な英語力の育成 
≪関連する東京都の施策≫ 

・TOKYO GLOBAL GATEWAY（TGG）の開設 

・TOKYO ENGLISH CHANNEL※１の開設 

 

学習指導要領の改訂（「小・中学習指導要領解説 外国語編」平成２９年７月） 

・外国語学習においては、児童・生徒の学びの過程全体を通じて、知識・技能が、

実際のコミュニケーションにおいて活用され、思考・判断・表現することを繰り

返すことで獲得され、学習内容の理解が深まるなど、資質・能力が相互に関係し

合いながら育成されることが必要 

 

 

外国語教育充実の方向性（「英語教育の在り方に関する有識者会議」 平成２６年９月） 

・身近な話題についての理解や表現、簡単な情報交換ができるコミュニケーシ

ョン能力を養う。文法訳読に偏ることなく、互いの考えや気持ちを英語で伝え

合うコミュニケーション能力の養成を重視（中学生） 

・中学校卒業段階において英語検定３級程度以上の達成率５０％以上を目標 

 

TGGの特色 
①児童・生徒8人に対し、英語講師（エージ

ェント）1人がサポート 

②非日常的な空間の中で、それぞれの特色をも

ったプログラムを体験 

 ・空港、ホテル、ショップ等、海外渡航や海

外旅行シーンを疑似体験しながらシチュエ

ーション別英会話を体験するプログラム 

 ・地域教育、SDGｓや多文化交流などをテ

ーマにした協働学習・探究学習や発表を英

語で体験するプログラム 

③語学の習得レベルに応じた活動内容 

 

 

目的 

・英語でコミュニケーションを図る体験活動を通じて、

英語が「分かった」「通じた」という成功体験を得る。 

・国際交流の楽しさや必要性を実感し、「もっと英語を学

びたい」という意欲を高める。 

実施対象・実施時期 
・小学校第5学年 １学期  

・中学校第1学年 3学期 

２ 府中市の目指す英語教育 

グローバル化が進展する社会の中で、多様性を尊重して異なる言語や文化を理解し、適切な関係を築いていく力の育成 

４ 府中市における体験活動の充実に向けた新規の取組予定 

活動例 
・ALTの派遣期間を活用し、休み時間、クラブ・委員会活動、部活動等の時間にＡＬＴと交流する活動 

・外国語科の授業のまとめとして、留学生やALT等（以下「留学生等」という。）に府中市を紹介する活動 

・留学生やALT等に地域を案内し、地域の魅力を英語で伝える活動 

・留学生等を学校に招き、校内を案内したり一緒にレクリエーションしたりする等の活動 

・オンラインを活用して海外の小・中学生と交流する活動 

目的 
児童・生徒が英語学習の成果を発揮し、目的、状況、場面等に応じて主体的に英語でコミュニケーションを図

る資質・能力を育む。 

概要 
各学校が児童・生徒の実態や地域の特色等を踏まえて、総合的な学習の時間や特別活動等と関連付けたり、既

存の校外学習等にTGGの活用を併せて計画したりするなど、英語で話す必然性のある取組を計画・実施する。 

「世界とつながる 英語 Enjoy Week」の設定 
「TGG 英語体験活動」の設定 

開始時期 

令和5年度から実施予 

定 
 

目的や場面、状況などに応じ、英語を使って、自分の思いや考えを表現したり伝え合ったりすることができる児童・生徒 

目指す児童・生徒の姿 

授業での英語学習を生かし、児童・生徒が生きた英語に触れ、実際に英語を用いてコミュニケーションを図る機会の充実 

「第３次府中市学校教育プラン」より 

施策の方向性 

育成を目指す資質・能力 

活動場所 

TOKYO GLOBAL GATEWAY GREEN SPRINGS 

所在地：東京都立川市緑町3番１ 

令和５年 3 月７日 

教 育 部 指 導 室 

３ 府中市における英語教育の充実に向けた取組 

学んだ英語を活用する体験事業の実施 
・英語でクッキング（H30～）※R2、3は中止 

 府中第二中学校の生徒が参加 

・わくわく英語体験ツアー（R4.8.24） 

 府中市内の児童・生徒の参加人数 121名 

外国語教育担当者連絡会の設置（R4～） 
・小学校の英語専科教員の指導上の工夫等を共有した

り、小・中学校で外国語教育の課題等を共有したり

することで外国語教育の一層の充実を図る 

・令和4年度は年間3回実施 

授業改善に向けた取組 
・タブレット端末やデジタル教科書を活用した家庭学

習の充実に向けた家庭向けリーフレットの作成

（R4.7） 

・授業方法工夫改善調査（中学校第1学年対象）に

英語を追加（R4～） 

ALTの配置 
・小学校第3、4学年 1学級あたり１８時間 

・小学校第５、６学年 1学級あたり４５時間 

・中学校 1学級あたり23時間 

・特別支援学級 小学校 1学級あたり4時間 

        中学校 1学級あたり10時間 

※1 英語学習コンテンツを一元的に掲載するウェブサイト 

総合教育会議資料 ２ 


